




























Trial Distribution of Active Learning in a Subject in Caregiving Science: 









































































































































































































結 果 と 考 察
　学生がKJ法を用いて養護教諭の行動の概念図を作成することを通し，学生の思考の活性化を
促したいと考え授業を展開した。また，学生へのフィードバックの方法として学生が提出した概
念図をもとに，学生一人一人の思考のプロセスにできるだけ忠実に筆者がスライドを作成し，デ
ィスカッションの資料とし認知プロセスの外化をねらった。18枚のスライドを作成したが，その
うちの思考のプロセスがよくわかるもの，また学生自身の態度や価値観が導き出された４枚のス
ライドをもとに考察する。
1.　学生の作成した概念図
 　概念図（１）は，４個の円を用いた
概念図で提出されたものである。家族
支援・人間関係支援には養護教諭のケ
アリング行動が必要だと表現してい
る。また，養護教諭の教育実践の核
（☆印）が子どものアイデンティティ
の確立のための支援であるという独自
の思考のプロセスを示している。
 　概念図（２）は，概念図（１）と異なり養護実践のゴールを児童生徒の自立とし，その過程を
図示したものである。養護教諭にしかできないことという表現で養護教諭の特性が強調されてい
た。子どもとの出会いから未来へ，子どもの背景へ，健康な子どもから病気や障害を持つ子ども
へと養護教諭の支援のプロセスや拡がり，さらに専門性へとひとつの図で表現している。学生
は，思考の過程で養護教諭の支援の継続性と独自性を発見したと考えられる。
　概念図（３）のもととなったグループ化した図（提出資料２）と説明文（提出資料３）から次
のことが読み取られた。
学生の作成した概念図（１）
学生の作成した概念図（２）
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　細かく命名したケア因子名から概念を考え，その概念についてケア因子を使って説明している
プロセスが分かる。そこで概念図（３）のように，そのままの文章を表記した。ケアリングの因
子となる語句を赤字にし，教育的視点に立った養護教諭の行動であることをコメントとしてフィ
ードバックした。この学生が提出した資料からは，何度も反芻するかのように思考を繰り返し，
「見守り」「場づくり」「つながり」という４文字の語句の中にケアのエッセンスを包括するよう
な概念名を創出していることが読み取れる。ディスカッションの中でこの学生は，看護の中で語
られるケアリングの概念とは似ているようで同じではないとし，自身の研究課題を発見したとい
う。学生の探求心を生むというアクティブラーニングの特徴を出すことができたのではないかと
考える。
　概念図（４）について，説明文の中の，「あなたは一人ではない」ということを分かってもら
う，必要があれば手を差し伸べる，大人になれるよう手助けをする，注意を呼びかけるなど独自
の養護教諭の行動を表現している。養護教諭から差し出された手のイラストは教員がイメージし
たものとして付け加えたが，ディスカッションの場で学生は手話でのボランティア活動をしてい
ることを明かし，自身の信念を表出する機会にもなった。学生間では改めて，「必要であれば」
「一人ではない」「呼びかける」という言葉の意味の重要性が討議された。学生の記述したものに
【提出資料2】
学生の作成した提出資料（２） 学生の作成した提出資料（３）
【提出資料3】
学生の作成した概念図（３）
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養護に関する科目におけるアクティブラーニングの試み
対して教員が応答することにより，学習をより深化させたと考える。
2.　アクティブラーニングについて
　アクティブラーニングの定義として山地11）は「思考を活性化する」学習形態であるとし，溝
上12）は一方的な知識伝達講義を聴くという（受動的な）学習を乗り越える意味での，あらゆる
能動的な学習のことであり，能動的な学習には書く・話す・発表するなどの活動への関与と，そ
こで生じる認知プロセスの外化を伴うとしている。ここで溝上の言う「認知プロセス」とは，認
知心理学的な知覚・記憶・言語，思考（論理的/批判的/創造的思考，推論，判断，意思決定，問
題解決など）といった心的現象としての情報処理プロセスを意味しており，「書く・話す・発表
する」ことによって表出されると述べられている。
　今回の授業実践において，思考を活性化する，心的現象としての情報処理プロセスを踏むとい
う点において，アクティブラーニングを活用できたと考えている。学生は，概念の説明の中で，
「子どもが何かを始めようとしていること，出来たこと，頑張っていることを誉めて自信につな
げる」や「何日も来ているからと遠慮してしまうことのないように，いつでもどんな時でも来る
ことができるように，来たことがないから行きづらいという子にも情報を送り，受け入れ体制を
整える」と記述している。子どもサイドから省察した表現であり，細やかな配慮に満ちたかつ養
護教諭の動きのある表現である。これらの養護教諭の行動は，データを分析する作業の中で考
え，思いをはせ，イメージし，自己の体験を想起することにより創出されたものである。また，
「養護教諭自身のイメージがひとつの環境となって子どもたちの心に働きかけている」という学
生オリジナルの説明文は，教員の知識の伝達だけでは創出されなかった貴重な養護教諭のスタン
スであり，ケアリング行動である。
　さらに，データではスキンシップや体に触れるという言葉が，「氷で冷やした手のひらを額に
当てる」や「あたためた手のひらでホッペをくるんであげる」というケアリングに満ちた行為と
なって創出されている。これは，認知のプロセスで想像力と感性が生み出したものである。さら
に，学生は提示された一連の能動的な養護教諭の支援行動をイメージしながらも，「待つ」とい
うスタンスを創出している。「待つ」というのは，関心や信頼などのケアリングの概念を含むこ
とに加えて，子どもの生きる力を育てるという教育の視点であると筆者は考える。これもまた，
思考を活性化することにより生まれたと考えている。
学生の作成した概念図（４）
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結　　　　　語
　金谷・小林13）は，温罨法の効果に関する研究の中で，養護教諭が高温の温湯で絞ったタオル
をビニール袋に入れる作業や，熱さを確かめながら生徒の体を温めるひと手間，すなわち養護教
諭が手数をかけ丹念に寄り添う作業は，生徒に心地よさや安心感，自分を大事にされている実感
をもたらすと述べている。磯部13）の言うところの一見，非専門的に見える「角の丸い支援」と
「手数をかけ丹念に寄り添う作業」とは同じ意味を持つものではないかと考える。
　本研究においても，「待つ」「子どもを否定しない」「子どもの能力を信じる」「見守る」「養護
教諭自身がひとつの環境となって子どもたちの心に働きかけている」「氷で冷やした手のひらを
額に当てる」「あたためた手のひらでホッペをくるんであげる」というような表現で，認知の領
域ではあっても学生は養護教諭の実践のありようを創出している。
　この養護教諭から放たれる大切にされている感じ，安心できる感じは，信頼関係構築の源とな
り，健康支援及び健康相談活動には欠かせないものとなる。アクティブラーニングの手法の一部
分を用いることにより，ケアの概念に満ちた養護教諭の行動を学生の思考の中に具現化できたの
ではないかと考察する。
　今後の課題として，
　①　授業評価
　②　カリキュラムの中での時間配分
　③　教員の作業負荷
　④　キャリア教育へのシフト
の４点の検討を加えることにより，よりよい授業に近づくのではないかと考えている。
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